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資源循環型社会の構築に向けた取り組み
資源循環型社会の構築のためには、資源利⽤効率の改善
と、廃棄物の削減、再⽣利⽤を推進していきます。限り
ある天然資源の有効利⽤に取り組み、省資源・⻑寿命の
モノづくりを進めていきます。
事業においても、リファビッシュやリマニュファクチャ
リングなど、さらなる資源循環に向けた技術開発を進め
ていきます。

１.⽇⽴グループ環境ビジョン（資源循環の取組み）
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製品回収リサイクルの推進
日立は、2001年に施行された家電リサイクル法への対応

として、同業5社で連携をとりながら、全国19ヵ所のリサイク

ルプラントで家電４製品（エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯

機）のリサイクルを行っています。2016年度は、約6万6,000

トンの使用済み家電製品を回収し、約5万9,000トンを再資

源化しました。

スーパーコンピューターやメインフレームなどの電子計算

機、ネットワーク装置や電話交換機などの通信機器、ATM

などの情報機器は、日本国内11ヵ所に日立独自のリサイク

ル拠点ネットワークを構築し、お客様に近い場所で使用済

み製品を回収リサイクルするサービスを提供しています。

また米国では、大容量ストレージシステムを新規機種と

交換した時の使用済み機器の一部を、清掃・再検査の後、

当社保証の製品としてリユースしてます。

自動車用電装品はディーラーや整備工場から回収し、

解体、点検、清掃、再生、再組立、検査を行い、新規品

と同等の性能を有する製品としてリユースしています。

その他の産業機器（ポンプ、モータ、配電盤、変圧器、

冷凍機器、空調機等）、医療機器などにおいても、リサイ

クルネットワークを構築し、使用済み製品の回収リサイクル

を推進しています。

～Hitachi Sustainability Report 2017 より抜粋～

１-１ ⽇⽴グループの製品回収ネットワーク
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１-２ 資源利⽤効率の改善に向けた将来像
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低コスト・低環境負荷での持続的な国内資源循環をめざす
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・パソコン
・家電
・産業機器等

製品

回 収
物理的選別

調
達

地下資源

動脈

静脈

希土類磁石からの
低コスト・低環境負荷
希土類金属分離技術

HDD、コンプレッサからの
希土類磁石分離・回収
技術

ユーザー

・BtoB

・BtoC

③ﾘｻｲｸﾙ材の品質確保 ②低コストでの分離・回収

①物量確保

④循環
ルート

確立リサイクル
原料

使用済み
製品

使用済み
製品

・パソコン
・家電
・産業機器等

＜持続可能な資源循環のために解決すべき課題＞
①回収物量の確保 ②低コストでの分離・回収 ③リサイクル材料の品質確保

④循環ルート確立 ⑤全体の経済性確保

⑤
全
体
の
経
済
性
確
保

化学的抽出

日立Gr（日立中条、東京エコ、日立金属など）で連携

１-３ 資源利⽤効率の改善に向けた課題
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2004年から第2次レアメタルパニックが拡⼤。
・第⼆次の特徴：

BRICSの急速な発展により電⼦
材料系の⽤途拡⼤。

・第三次（予想）：
周期は読めないが、EVの需要
拡⼤や再⽣可能エネルギーの
普及などによる需要増。

（２） レアメタルパニックの歴史

価
格

78年：イラン革命

79年：第二次石油危機

90年：東西ドイツ統一
91年：ソ連崩壊/中国

輸出拡大

04年～：産出国の資源
ナショナリズム進展

06年 ：中国輸出規制

80 （年）90 00 07

鉄鋼添加系メタル（Ti, Ni他） 鉄鋼添加系＋ 電子材料系

第2次レアメタルパニック

・旧ソ連鉱物資源の市場流出

・価格低下による鉱山閉鎖
(例：米国、豪州）

第1次レアメタルパニック

高

低

レアアースは今後のモビリティー社会、
省エネルギー・省資源製品には⽋かせな
い重要鉱種。しかし世界的な経済発展に
伴う資源消費増や資源ナショナリズムの
影響は多⼤。資源の乏しい⽇本の製造業
にとって資源循環は有効な⼿段。

（１） レアアースリサイクルの目的

１-４ レアアースの資源循環に⾄る背景
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出典：Mineral commodity summaries 2018から日立が作成
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■ 希土類磁石（Ｎｄ-Ｆｅ-Ｂ系磁石、耐熱用途でＤｙ添加）

■ 適用製品

（１）自動車分野

永久磁石の中でも 高の磁気特性を有する。

（２）ＩＴ・家電分野

（３）産業分野

（４）医療・環境・エネルギー分野

■ 環境性能

省エネルギー、小型・軽量、クリーンエネルギー、高効率

ＨＥＶ用駆動モータ、電動パワーステアリングモータ、

オルタネータ、イグニッションコイル ｅｔｃ．

エアコン、冷蔵庫、洗濯機等の高効率モータ

ATM、OA機器（ＨＤＤ）

サーボモータ、エレベータ用モータ、リニアモータ ｅｔｃ．

ＭＲＩ、風力発電機、マイクロタービン発電機 ｅｔｃ．

１-５ レアアース磁⽯の主な⽤途
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■地上資源の循環であり、
地下資源に依存しないため
効率的な利用が可能。

■企業の自主努力で行える。
(効率的な手法の確立により
循環量を増やすことも可能）

■SDGｓ17ゴールのうち、12番目
の「つくる責任、つかう責任」は
資源循環に直結。
（長寿命・省資源化等）

リサイクルの
位置づけ

リサイクルの
位置づけ

下線項目：日立の取り組み

対策

短期
■備蓄拡大

■使用量削減

中期
■資源外交の強化

■リサイクル

長期
■代替材料の開発

■鉱山開発

１-６ 資源循環の位置づけ
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製造事業者

販売店

お客さま
(オフィス)

部品メーカー

日立製作所
製品回収サービスセンタ

日立中条、
東京エコ等

金属精錬会社

リサイクル
材料

リユース

中古品

●資源の循環的な利用

持続可能な
社会をめざして

地下資源

リサイクル

基板 HDD

１-７ IT製品の資源循環スキーム（概要）

← 自主努力で回収網/回収技術を整備 →
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２. 日立産機中条エンジニアリングの取組み
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中条

（１）全国の情報機器を回収拠点に集約

２-２ 情報機器の回収

（２）事業所から直接回収

回収拠点から回収
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受入計量

保管

（１）放射能測定

（２）リスト照合・記録

（３）本体機番・製番記録

（４）鍵有無、数量確認記録

（５）HDD取出機番・製番記録

（６）鑑別装置機番・製番記録

２-３ 情報機器の受⼊

使用者・メーカ・リース会社等から使用済み製品の引取依頼

管理項目
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抜取

梱包・発送

２-４ 情報機器の受⼊・リユース

メーカより部品抜取指示

リユース

保 管
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２-５ リユース実績

リユース部品実績（２００９年～２０１８年）

・必要リユース品の情報共有 ・・・ 何が必要か？
マッチング

・機器引取り案件の情報共有 ・・・ どの機器が入荷しているか？

情報を元に対象部品の
製造年月・レビジョン・
損耗具合を判定し抜き取り

動脈・静脈企業のリアルタイムで密な連携により実現
企業グループの強み

リユース部品種類：２０点以上
リユース部品総数：６，９３３台

動脈メーカー（日立グループ）との連携

NG OK

曲がっ
ている

動脈メーカーからの
インプット情報
（判定基準）
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分別解体

精錬所

【レアメタル・貴金属回収】

電気炉

【鉄鋼製品】

２-６ 情報機器の受⼊・リサイクル

リサイクル

物理破壊

東京エコ

ｼｭﾚｯﾀﾞｰ処理
選別

筐体

ｹｰﾌﾞﾙ 基板 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

ＨＤＤ

ﾕﾆｯﾄ

ﾋｰﾄｼﾝｸ ＣＰＵ

破砕

【熱回収：発電】

【路盤材】

【溶融固化】
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２-７ 情報機器リサイクル処理フロー
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２-８ 情報機器セキュリティ破壊

セキュリティ破壊

破壊証明書

（１）ＨＤＤ

（２）鑑別装置（基板）

（３）鍵

破壊対象部材

（４）その他記憶媒体

ＨＤＤ ＨＤＤ破壊装置

作業場は他職場と隔離
不在時扉は施錠

機番、製番等
ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽを記入

破壊前後の
写真掲載
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２-９ 情報機器受⼊実績

（１）ＡＴＭ（台）

２００７年 ５９ ２０１３年 １，２３５

２００８年 １，４２８ ２０１４年 ３，１２３

２００９年 ５，０９４ ２０１５年 ２，４３６

２０１０年 ２，７５６ ２０１６年 ２，７５２

２０１１年 １，３１５ ２０１７年 ３，９６５

２０１２年 １，２５２ ２０１８年 ５，０５８

（２）その他機器（ｔ）

２０１５年 ４．６ ２０１７年 １５．２

２０１６年 ８．３ ２０１８年 １１．０

（台）
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３. 東京エコリサイクルの取組み
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設備納入 会社設立

１９９５年～ 旧通産省 補助事業、家電製品協会委託事業

「使用済み家電製品一貫処理リサイクルモデル事業」

１９９８年６月 → ２００１年４月
「特定家庭用機器再商品化法」（通称：家電リサイクル法）公布・施行

全国５プラント建設
東京エコリサイクル（株）設立

北海道エコリサイクルシステムズ㈱設立
㈱関東エコリサイクル設立

１９９１年～ 廃工業製品リサイクルシステム開発 着手

１９９２年～ 旧通産省，NEDO，エンジニアリング振興協会 補助事業

「家電リサイクルプラントの開発・実証」

有効性実証

３-１ ⽇⽴のリサイクル事業（東京エコ他２社を設⽴）

東京エコリサイクル（株）設立
北海道エコリサイクルシステムズ㈱設立

㈱関東エコリサイクル設立
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HDD

コンプレッサー
（エアコン他）

従来式（溶媒抽出法）磁石再生

新方式（乾式抽出法）の実験による抽出成功

「高性能磁石モータ等からのレアアースリサイクル技術開発」

2010年～ NEDO 希少金属代替・削減技術実用化開発助成事業
「レアアース磁石利用製品からの磁石分離およびレアアース回収技術の開発」

レ
ア
ア
ー
ス
磁
石
の
分
離
・
回
収 レアアース磁石再生レアアース磁石再生

2008年～ 日立で独自開発

2009年10月～ 経済産業省・新資源循環推進事業

コンプレッサー用
分離・回収装置

検討推進中

HDD用
分離・回収装置

運転
研究

2013年～ 東京エコリサイクルが事業継承し、本格操業現在

３-２ レアアースリサイクルの開発経過
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３-３ ＨＤＤ（Hard Disk Drive）⾃動分解装置

ＨＤＤ
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原理説明 処理性能

・落下衝撃による振動でネジを緩め，HDD構
成部品を原型に近い状態で分解

・回転ドラム落下方式による高効率分解
・内壁に設けた小物部品通過孔により，分解
完了小物部品(特に磁石)のﾀﾞﾒｰｼﾞ低減

自動分解装置内部構造

回転

落下

回転ドラム 小物部品通過孔

磁石小物部品

大物部品（カバー，ベース等）

内壁

外壁

低ダメージ

■分解時間と分解成功率

●処理能力
１４０台/ｈ
（3.5”HDD)

1,120台/日
280,000台/年

●運転条件
・投入数：140台
・投入：２分
・分解：３５分
・排出：５分

50

100

0

分解時間 [分]
分

解
成

功
率

[％
]

0 10 20 30 40 50

3.5”HDD(日立製)
重量：500ｇ以上

80

３-４ ＨＤＤ⾃動分解装置の原理と性能
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ピック
アップ

モーター

回路基板

本体

ディスク

上蓋

ボイスコイル
モーター

（希土類磁石含む）

３-５ ＨＤＤ⾃動分解装置の回収物の詳細
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装
置
構
成
・
名
称

装
置
構
成
・
名
称

①ＨＤＤ自動分解装置：VCM他の構成部品に分解

3.5”ＨＤＤ
手選別
回収

風力
選別機

アルミ選別機

磁力
選別機

振動篩機

移送装置

アルミ雑鉄 ネジ類

電気炉（脱磁装置）

ケース カバー 基板 ディスク ヘッド ガラス滓 基板滓

②小片選別装置：残渣から貴金属（基板等）を回収

ヨーク(鉄) レアアース磁石

③磁石選別装置：レアアース磁石のみ分離

*1 ＶＣＭ ： Voice Coil Motor

*2 残渣：金・銀・パラジウム・
白金・銅が含まれ、②小片
選別システムで濃縮して
価値向上

回
収
物

回
収
物

装
置
構
成
・
名
称

装
置
構
成
・
名
称

回
収
物

回
収
物

VCM*1

ＨＤＤ分解装置

ヨーク(鉄) レアアース磁石

残 渣*2

VCM

ヨーク

ヨーク

レアアース磁石

断面図

投入
フィーダ

形状
選別機

磁石
選別機

３-６ ＨＤＤ⾃動分解システム全体フロー
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レ
ア
ア
ー
ス

希
土
原
鉱
石

真
空
溶
解

磁
石
合
金

磁

石

製
品
使
用

弗
化
物
化

酸
化
物
化

加工屑（酸化度大）

酸

化

酸
溶
解

溶
媒
抽
出

沈
殿
分
離

溶
融
塩
電
解

磁石製造工程
（粉砕、成形、焼成、
熱処理、加工、表面
処理）

工程内リサイクル

磁
石
使
用
製
品

使
用
済
み
製
品

製
品
回
収

磁
石
廃
棄

（
従
来
）

家電ﾘｻｲｸﾙ、
PCﾘｻｲｸﾙ等の
ﾘｻｲｸﾙ･ｽｷｰﾑ

14年度 15年度 16年度 17年度

HDD由来磁石 ２．２ｔ ２．５ｔ １．６ｔ １．３ｔ

３-７ 回収した磁⽯の還流⽅法及び実績

（１）磁⽯製造⼯程中の⼯程内リサイクルフローに合流

（２）磁⽯の資源循環実績
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＜資料集＞環境省の環境白書（URL：http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h24/html/hj12010403.html）

１.日本の推定リサイクル率
スチール缶のリサイクル率は89.4％（スチール缶リサイクル協会）、アルミ缶のリサイクル率は92.6％（アル
ミ缶リサイクル協会）と、いずれも高い値となっています。
金属資源別に見ると、鉄（Fe）、アルミニウム（Al）、銅（Cu）、鉛（Pb）のように、量が多く単一素材に区分し

やすい金属資源は、比較的リサイクルが進んでいます（図4-3-3）。
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＜資料集＞環境省の環境白書（URL：http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h24/html/hj12010403.html）

２.鉱石と都市鉱山の比較

一般的に、携帯電話の本体（140g）には
金が48mg（200円相当）程度含まれてい
ますが、これは鉱山で鉱石52.8kgを採掘
して得られる資源の量に匹敵します
（図4-3-8）。
現段階では基板からの資源回収につい
ては様々な技術上の課題がありますが、
仮に平成23年に我国で排出された使用
済携帯電話約4,000万台のすべてから
金の回収ができたと仮定すると、重量に
して約2トン、金額換算にして約80億円分
の金を資源として再利用することができ
ることになります。

○鉱石から金を回収する場合：
鉱石52.8㎏に0.000048㎏＝0.00009％
(0.9ppm)

◎携帯から金を回収する場合：
携帯140gに0.048g＝0.03％（鉱石の約300倍）
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■ 総括

１）使⽤済み電気・電⼦機器（ATM）を⼿作業で分解し、ベースメタル
を域内で全てリサイクルしている。また⼀部の部品については丁寧に
取り出し、動作確認等の検査を経てリユース部品として活⽤した。

２）使⽤済み電気・電⼦機器（ATM）から回収したHDDは、⾃動分解
装置で内部のレアアース磁⽯を選択的に回収する技術を実⽤化した。

３）上記の⽅法でATMから分離回収したレアアース磁⽯は、ＮｄとＤｙ
が合計で約３０％含有しており、この含有率は地下鉱⽯の10,000倍
以上に相当する。分離回収した磁⽯は磁⽯製造⼯程の原料として循環
している。
これらの活動は環境負荷⼤及び資源多消費時代からSociety5.0に向

けた持続可能性と⾃然共⽣社会にも対応できる⽅法と考えている。
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なお、本活動は新潟県環境部廃棄物対策課のご指導、ご支援をいただき、

新潟県環境会議廃棄物減量化・リサイクル部会において評価され平成29年

度「新潟県優良リサイクル事業社表彰」を受賞した。

また技術開発については以下の通りである。

経済産業省の平成21年度補助金で実施された「高性能磁石モータ等から

のレアアースリサイクル開発技術」、

独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の平成22年

度助成金で実施された「レアアース磁石利用製品からの磁石分離およびレア

アース回収技術の開発」、

同平成24年度助成金で実施された「使用済製品からの高性能磁石リサイク

ルシステム構築のためのレアアース分離技術の開発」

の成果の一部である。
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